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	ITSMO 開発ストーリー 
	◆ リクの変化と、社長自身の病気が重なった瞬間 
	◆ “糖化”という大敵にたどり着く 
	◆ 血管・筋肉・皮膚…すべての根幹にあるのが “コラーゲンとエラスチン” 

	◆ 市場を見渡したら“必要なものが存在しない”という現実 
	◆ だからITSMOは、原料メーカーに何十回も交渉した 
	◆ リクが見せた“あの日の一歩”が、すべてを決定づけた 
	◆ ITSMOが大切にしている考え 
	✔ 老化の根本「糖化」と戦う設計 
	✔ 犬猫に必要なものを、シンプルに 
	✔ 飼い主の不安に寄り添う 
	✔ 科学と愛情の両方を大切に 

	◆ ITSMOは、すべての“うちの子”の未来のために 

